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一
、 

今
日
は
、
標
題
の
よ
う
な
事
で
雑
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
源
氏
物.

語(

以
下
「
源
」)

、
平
家
物

語(

「
平
」)

、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
諸
作
品(

「
Ｗ
」)

は
、

い
ず
れ
も
古
典
で
あ
っ
て
長
い
歴
史
を
通
り
抜
け
、

現
在
に
到
っ
て
い
る
。
井
上
靖
の
諸
作(

「
井
」)

も

一
〇
〇
冊
を
越
え
、
我
々
の
興
味
を
引
く
も
の
が
多

く
あ
る
。 

そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
、
意
味
合
い
、
限
界
等
が
わ
か
る
と
思
わ
れ

る
。
又
、
こ
れ
ら
の
時
代
的
背
景
、
主
張
、
物
語
の

筋
を
読
む
こ
と
は
、
歴
史
そ
の
も
の
を
も
理
解
す
る

こ
と
に
も
役
立
つ
。 

優
れ
た
文
学
、
音
楽
等
は
、
時
代
を
読
み
、
分
析
、

評
価
し
、
次
の
時
代
を
も
予
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

何
よ
り
も
こ
れ
ら
大
作
に
接
す
る
こ
と
に
大
き
な
意

味
が
あ
る
。 

様
々
な
違
い
は
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
一
言
で

表
せ
ば
、
人
生
と
人
間
に
つ
い
て
考
察
し
、
書
い
て
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い
る
こ
と
で
あ
る
。 

二
、 

「
平
」
は
、「
源
」
と
並
ぶ
日
本
古
典
文
学
の

双
璧
で
あ
り
、
両
者
の
大
き
な
背
景
の
違
い
は
戦
争

の
有
無
で
あ
る
。 

「
平
」
は
、
女
性
の
登
場
人
物
も
少
な
く
恋
愛
描

写
も
平
凡
で
あ
る
。
戦
争
の
時
代
に
恋
に
ふ
け
る
等

の
こ
と
は
出
来
ず
、
平
安
な
時
代
に
書
か
れ
た
「
源
」

の
「
も
の
の
あ
わ
れ
」
等
の
意
識
は
芽
生
え
て
こ
な

い
で
あ
ろ
う
。
無
常
観
が
主
流
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。(

諸
行
無
常
の
響
き
あ
り)

、
又
、
経
済
的
な
視

点
も
欠
如
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

何
故
、
音
楽
と
し
て
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
で
は
な
く
ワ

ー
グ
ナ
ー
か
と
い
う
事
に
一
言
触
れ
て
お
き
た
い
。

前
者
に
は
、
精
神
的
愛
や
人
類
的
愛
が
あ
っ
て
も
、

情
緒
的
、
官
能
的
な
愛
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。
又

死
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
生
へ
の
執
着

が
主
で
あ
る
。
そ
こ
に
い
く
と
後
者
の
作
品
に
は
そ

れ
ら
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
し
、
何
よ
り
も
ス
ト
ー
リ

ー
が
は
っ
き
り
語
ら
れ
て
い
る
。
オ
ペ
ラ
・
楽
劇
は
、

文
学
と
音
楽
と
演
劇
の
合
体
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三
、 

愛
に
つ
い
て 

(1)
「
Ｗ
」
の
音
楽
の
世
界
の
恋
愛
に
は
、
男
女
の
愛

へ
の
強
い
陶
酔
、
讃
歌
、
又
愛
の
二
重
奏
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
。 

「
Ｗ
」
の
代
表
作
品
で
あ
る
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ

ゾ
レ
テ
」(

Ｔ
＆
Ｉ)

は
、
特
に
こ
の
事
が
見
事
に
表

現
さ
れ
て
い
る
し
、「
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
」(

Ｎ)

に
も
、
双
子
の
兄
妹
愛(

ジ
ー
ク
ム
ン
ト
と
ジ
ー
ク
リ

ン
デ)(

「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」)

や
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
と

ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
と
の
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
精

神
的
な
愛(

「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
、
「
神
の
た
そ
が

れ
」)

が
強
く
描
か
れ
て
い
る
。
「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト

牧
歌
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ
っ

て
、
二
人
は
愛
の
二
重
唱
、
讃
歌
を
歌
う
。
こ
れ
ら

に
数
々
歌
わ
れ
て
い
る
二
重
奏
は
、
聴
き
応
え
が
あ

り
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
音
楽
の
真
髄
で
あ
る
。
前
者(

「
ワ

ル
キ
ュ
ー
ル
」)

は
、
春
の
月
の
さ
し
こ
む
中
で
、
ム

ン
ト
が
「
冬
の
嵐
は
過
ぎ
去
り
、
快
い
月
と
な
っ
た
」

と
歌
う
と
リ
ン
デ
が
「
寒
い
冬
の
日
に
わ
た
し
が
憧

れ
て
い
た
春
こ
そ
あ
な
た
で
す
」
と
応
え
る
。
バ
ッ

ク
で
は
、
ム
ン
ト
の
チ
ェ
ロ
、
リ
ン
デ
の
ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
が
両
者
の
関
係
を
引
き
立
て
る
。
こ
の
二
人
の

間
に
生
れ
た
子
供
が
、
英
雄
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
で
あ

る
。
後
者
は
、
長
い
眠
り
か
ら
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト

に
よ
り
目
覚
め
さ
せ
ら
れ
た
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
と
の

愛
が
長
々
と
歌
わ
れ
る
。
又
、（
Ｔ
＆
Ｉ
）
に
も
二
人

の
男
女
の
激
し
い
愛
が
延
々
と
語
ら
れ
る
。「
な
お
、

降
り
来
よ
、
愛
の
夜
よ
」
は
、
古
今
の
愛
の
二
重
奏

の
最
大
の
傑
作
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

(2) 

こ
れ
に
対
し
、
「
源
」
の
場
合
、
様
々
な
愛
は

描
い
て
い
る
が
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
よ
う
な
愛
へ
の
陶

酔
が
見
ら
れ
な
い
。
女
は
さ
め
て
い
る
し
、
男
女
の

心
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
何
故
な
の
か 

①
「
Ｗ
」
の
場
合
、
男
は
女
一
人
を
愛
す
る
と
い

う
一
対
一
の
関
係
が
主
体
で
あ
る
の
に
対
し
、「
源
」

は
、
な
か
ん
ず
く
光
源
氏
は
、
同
時
に
何
人
も
の
女

性
を
愛
す
る
と
い
う
一
対
二
の
関
係
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
男
の
愛
は
分
散
さ
れ
る
し
、
女
性
に
と
っ
て

は
男
の
愛
を
疑
う
で
あ
ろ
う
。
唯
一
人
、
自
分
を
愛

し
て
ほ
し
い
と
女
が
思
う
の
は
、
い
つ
の
世
で
も
当

然
で
あ
る
。 

②
「
源
」
に
お
い
て
、
主
人
公
は
権
力
者
で
あ
り
、

富
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
ま
か
せ
て
、
強
引
に
恋
を

推
進
す
る
こ
と
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
、
そ
の
こ

と
が
女
性
に
と
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
に
写
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
青
年
時
代
の
は
な
や
か
な
恋
愛
に
対
し
、
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中
年
時
代
の
光
源
氏
の
恋
は
、
女
性(

秋
好
中
宮
、
玉

鬘
等)

に
こ
と
ご
と
く
拒
否
さ
れ
て
い
る
。 

「
源
」
の
宇
治
十
帖
に
お
け
る
恋
は
、
三
角
関
係
で

あ
る
。
大
君
の
愛
は
、
純
粋
で
あ
り
、
結
婚
を
拒
否

す
る
。 

③ 

時
代
背
景
の
差(
「
源
」
は
十
一
世
紀
、「
Ｗ
」

は
十
九
世
紀)

も
あ
っ
て
、
女
性
の
権
利
、
主
権
の
強

弱
に
も
こ
の
こ
と
は
影
響
さ
れ
て
い
よ
う
。 

(3) 

よ
く
読
み
聴
い
て
見
る
と
、
両
者
に
同
じ
よ
う

な
男
女
関
係
が
見
出
さ
れ
る
の
に
は
興
味
を
引
く
。

女
一
に
対
し
て
男
二
の
関
係
で
あ
る
。「
Ｗ
」
の
（
Ｔ

＆
Ｉ
）
に
お
け
る
マ
ル
ケ
王
｜
イ
ゾ
ル
デ
｜
ト
リ

ス
タ
ン
、
指
環
に
お
い
て
は
、
フ
ン
デ
ィ
ン
グ
ー
リ

ン
デ
ー
ム
ン
ト
、
更
に
は
ジ
ー
ク
フ
リ
ト
｜
ブ
ル
ュ

ン
ヒ
ル
デ
｜
ダ
ン
カ
ー
と
言
っ
た
関
係
で
あ
り
、

「
源
」
に
お
い
て
は
、
桐
壺
帝
｜
更
衣
｜
光
源
氏
、

朱
雀
帝
｜
朧
月
夜
｜
光
源
氏
、
光
源
氏
｜
女
三
の

宮
｜
柏
木
、
更
に
は
、
薫
｜
浮
舟
｜
匂
宮
と
言
っ

た
関
係
で
あ
る
。(

真
中
に
あ
る
の
が
女
性
で
あ
る)

。 

四
、 

死
に
つ
い
て 

「
源
」
も
「
Ｗ
」
も
多
く
の
死
に
つ
い
て
語
っ
て

い
る
。
「
平
」
の
場
合
も
し
か
り
で
、
「
源
」
の
場
合

は
病
死
が
多
い
の
に
対
し
、
病
死
、
戦
死
、
自
害
と

多
様
で
あ
る
。
「
Ｗ
」
の
場
合
も
英
雄(

ジ
ー
ク
フ
リ

ー
ト)

の
死
を
描
い
た
「
神
々
の
た
そ
が
れ
」
の
葬
送

行
進
曲
は
莊
大
に
し
て
悲
痛
、
か
つ
重
々
し
く
英
雄

の
死
を
痛
み
惜
し
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
源
」

の
場
合
、
主
人
公
光
源
氏
の
死
は
、
具
体
的
に
描
か

れ
て
い
な
い
。(

巻
名
＝
雲
隠
で
何
も
書
か
れ
て
い
な

い)

。
何
故
な
の
か
。
こ
こ
に
「
源
」
を
読
み
と
く
一

つ
の
大
き
な
カ
ギ
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
え
る
の
で

あ
る
が
、
様
々
な
事
が
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
光
源

氏(

政
治
家)

の
死
を
作
者
は
惜
し
む
気
に
な
れ
な
か

っ
た
、
書
く
に
は
価
し
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い

か
。
若
菜
以
降
、
晩
年
の
光
源
氏
に
つ
い
て
の
描
写

の
延
長
線
上
で
考
え
る
と
、
あ
な
が
ち
誤
っ
た
見
方

で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う

か
。 も

う
一
つ
決
定
的
に
異
な
る
点
は
「
Ｗ
」
の
死
は
、

愛
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
死
に
よ
っ
て

男
女
間
の
愛
が
完
結
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日

本
で
は
、
渡
辺
淳
一
の
「
失
楽
園
」
に
お
い
て
見
ら

れ
る
。 

（
Ｔ
＆
Ｉ
）
に
お
い
て
は
、
ト
リ
ス
タ
ン
の
死
に

イ
ゾ
ル
デ
が
合
体
す
る
。「
Ｗ
」
音
楽
の
「
愛
と
死
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
美
し
い
音
楽
で
あ
る
。
又
、

「
指
環
」
に
お
い
て
も
、
殺
さ
れ
た
ジ
ー
ク
フ
リ
ー

ト
の
亡
骸
に
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
が
飛
び
込
ん
で
い
く

等
が
該
当
し
、「
指
環
」
を
し
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
「
源
」
の
場
合
は
、
男
女
が
ば
ら
ば
ら
に

死
ん
で
い
っ
て
合
一
さ
れ
た
死
が
な
い
。
愛
と
死
が

む
す
び
つ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
何

を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

五
、 

権
力
と
人
間
に
つ
い
て 

「
源
」
は
、
極
め
て
政
治
色
の
強
い
物
語
で
あ
る
。

「
Ｗ
」
に
お
け
る
指
環
の
主
要
テ
ー
マ
は
、
権
力(

政

治
、
経
済
＝
富)

は
、
人
間
を
ダ
メ
に
す
る
と
い
う
考

え
で
あ
り
、
最
後
に
、
神
々
の
た
そ
が
れ
を
描
き
神

の
支
配
す
る
時
代
の
終
焉
と
人
間(

愛)

に
よ
る
世
界

支
配
を
高
ら
か
に
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
愛
と
は
何

か
。 資

本
主
義
の
進
化
に
よ
り
、
そ
の
矛
盾
が
深
ま
り
、

資
本
家
対
労
働
者
の
対
立
が
背
景
に
あ
る
と
言
え
よ

う
。 今

、「
源
」
の
冒
頭
に
あ
る
桐
壺
の
巻
を
読
み
返
し

て
、
単
な
る
帝
と
更
衣
の
純
愛
の
裏
に
、
こ
の
権
力
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と
人
間
の
問
題
が
は
っ
き
り
と
意
識
さ
れ
描
写
さ
れ

て
い
る
。「
Ｗ
」
よ
り
八
〇
〇
年
前
に
、
そ
れ
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
驚
き
で
も
あ
り
、
深
い
感
動
を
憶

え
る
の
で
あ
る
。 

帝
と
更
衣
は
、
純
粋
な
愛
に
よ
り
、
帝
と
弘
徽
殿

女
御(

第
一
夫
人)

は
権
力
に
結
び
つ
い
た
愛
だ
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
帝
、
更
衣
の

愛
が
権
力
に
打
ち
勝
つ
と
い
う
こ
と
を
示
し
つ
つ
、

更
衣
の
死
は
愛
が
権
力
に
負
け
た
と
い
う
側
面
を
も

併
せ
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
権
力
と
人
間
の
問
題
は
現
在
の
政
治
、
経
済
、

社
会
状
況
に
も
受
け
継
が
れ
、
又
、
我
々
自
身
の
問

題
と
し
て
も
あ
る
の
で
あ
る
。
出
世
を
と
る
か
、
自

分
の
気
ま
ま
に
趣
味
の
世
界
に
生
き
る
か
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
時
代
に
誰
も
が
強
く
悩
ん
だ
問
題
で
も
あ

る
。 光

源
氏
自
身
の
生
涯
に
お
け
る
こ
の
二
面
性
が
、

「
源
」
の
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る

か
、
そ
れ
が
愛(

恋
愛)

と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ

る
か
と
言
う
視
点
か
ら
読
ん
で
い
く
こ
と
は
、
極
め

大
切
な
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
井
」
の
場
合
、
恋
愛
純
粋
培
養
的
要
素
が
大
き

く
、
又
、
な
に
か
世
俗
を
超
え
て
生
き
る
主
人
公
が

多
く
登
場
す
る
が
、
そ
の
こ
と
が
「
井
」
文
学
の
大

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

「
源
」
の
宇
治
十
帖
の
世
界
は
、
政
治
の
中
心
で

あ
る
京
都
か
ら
舞
台
を
宇
治
に
移
し
、
政
治
的
影
響

を
極
力
排
除
し
て
、
純
粋
な
男
と
女
の
愛
を
描
こ
う

と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
男
と
女
の
齟
齬

の
み
が
残
っ
た
。 

六
、 

そ
の
他 

(1) 

「
源
」
に
は
基
本
的
に
悪
は
存
在
し
な
い
。(

弘

徽
殿
大
后
ぐ
ら
い
か)

。
「
Ｗ
」
に
は
悪
人
が
多
く
い

る
。
ア
ル
ベ
リ
ッ
ヒ
、
ダ
ン
カ
ー
、
ハ
ー
ゲ
ン
等
、

い
や
神(

権
力)

の
支
配
す
る
世
界
こ
そ
悪
な
の
で
あ

る
。「
平
」
は
平
清
盛
か
。
し
か
し
、
清
盛
も
摂
関
政

治
を
倒
そ
う
と
し
た
社
会
改
革
施
行
や
国
際
化(

貿

易)

の
推
進
等
評
価
さ
れ
る
点
が
あ
る
こ
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。 

(2) 

旅
に
つ
い
て
、「
源
」
も
「
平
」
も
「
Ｗ
」「
井
」

も
語
っ
て
い
る
。
旅
は
古
来
か
ら
人
生
に
た
と
え
ら

れ
て
い
る
。
光
源
氏
の
名
文
で
名
高
い
須
磨
は
、
将

来
の
立
身
出
世
に
つ
な
が
る
旅
で
あ
っ
た
。「
Ｗ
」
の

「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
ラ
イ
ン
の
旅
」
は
、
死
へ
の

門
出
で
あ
り
、
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
で
語
ら
れ
て
い
る
。

「
平
」
の
重
衡
の
東
下
り
は
、
頼
朝
に
接
見
す
る
旅
、

や
が
て
死
に
到
る
旅
で
あ
る
。「
都
を
い
で
て
、
日
数

ふ
れ
ば
、
弥
生
も
中
ば
過
ぎ
、
春
も
既
に
暮
れ
な
ん

と
す
…
…
」。
名
文
で
あ
り
、
太
平
記
の
「
落
花
の
雪

に
ふ
み
ま
よ
う
、
片
野
の
春
の
桜
狩
り
…
…
」(

海
道

下
り)

に
引
継
が
れ
て
い
く
。
こ
れ
も
お
と
ら
ず
名
文

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
暗
唱
し
、
時
と
し
て
口
づ
さ
ん

で
い
る
。
古
典
に
接
す
る
楽
し
み
で
あ
る
。「
源
」
に

も
数
多
く
の
名
文
が
あ
る
。 

(3) 

母
へ
の
思
慕 

光
源
氏
の
母
更
衣
は
、
彼
が
三
歳
の
時
に
亡
く
な
っ

た
。
そ
の
美
し
い
母
へ
の
思
い
が
、
光
源
氏
の
恋
愛

の
原
点
で
あ
る
。
母
の
面
影
を
求
め
て
藤
壺(

帝
の

妻)

に
恋
を
し
、
不
義
密
通
を
犯
し
子
供
を
も
う
け
る
。

(

冷
泉
帝)

。
又
、
藤
壺
に
満
た
さ
れ
な
い
も
の
を
多

く
の
女
性
に
求
め
る
。
紫
の
上
は
、
藤
壺
の
ゆ
か
り

で
あ
る
。(

女
三
の
宮
も)

「
Ｗ
」
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー

ト
も
母(

ジ
ー
ク
リ
ン
デ)

が
亡
く
な
り
、
他
人(

ミ
ー

ナ)

に
育
て
ら
れ
る
。
演
奏
会
の
二
夜
に
演
奏
さ
れ
る

「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
静
か
な
森
の
さ

さ
や
き
を
聞
き
、
小
鳥
達
と
話
し
つ
つ
母
の
こ
と
を
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想
う
。
そ
れ
が
、
や
が
て
プ
ル
ュ
ン
ヒ
ル
デ
へ
の
愛

と
な
り
、
夫
婦
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
の
音
楽
は
、

美
し
く
ロ
マ
ン
に
満
ち
て
い
て
、
何
回
聴
い
て
も
飽

き
な
い
ワ
グ
ナ
ー
音
楽
の
魅
力
で
あ
る
。 

(4) 

父
と
娘 

「
Ｗ
」
に
お
い
て
は
、
父(

ヴ
ォ
ー
タ
ン
＝
神
に
反
抗

し
た
娘(

ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ)
が
、
罰
と
し
て
永
遠
の

ね
む
り
に
つ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の

音
楽
も
素
晴
ら
し
い
。
「
源
」
に
お
い
て
、
父
親
は
、

娘
に
入
内
し
て
天
皇
の
子
供
を
生
む
こ
と
を
望
ん
だ
。

一
門
の
繁
栄
の
為
で
あ
る
。
明
石
の
君
も
空
蝉
や
夕

顔
等
中
流
女
性
の
み
な
ら
ず
大
臣
級
の
い
わ
ゆ
る
上

流
階
級
の
娘
達(

葵
の
上
、
六
条
御
息
所
、
朧
月
夜
等)

も
そ
う
で
あ
っ
た
。 

(5) 

夫
婦 

こ
れ
も
多
く
出
て
く
る
。
「
Ｗ
」
は
、

ヴ
ォ
ー
タ
ン
と
フ
リ
ッ
カ
、
お
よ
び
、
エ
ル
ダ(

ブ
リ

ュ
ン
ヒ
ル
デ
は
そ
の
子)

お
よ
び
人
間
の
女(

ム
ン
ト

と
リ
ン
デ
を
生
む)

。
妻
と
し
て
の
女
性
は
強
く
し
ば

し
ば
夫
を
服
従
さ
せ
る
。
神
も
妻
に
従
わ
ざ
る
を
得

な
い
。 

 

「
源
」
は
通
俗
的
に
よ
く
恋
愛
小
説
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
夫
婦
小
説
と
し
て
読
む
と
な
お
面
白
い
。

光
源
氏
は
、
何
人
も
の
妻
を
持
っ
た
。
女
性
達
の
心

は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
な
か
ん
ず
く
正
妻
格
の

紫
の
上
は
、「
氷
と
じ
石
間
の
水
…
…
」（
朝
顔
の
巻
）

や
多
く
の
歌
に
そ
の
心
を
託
し
て
い
る
。 

(3)
～
(5)
等
を
通
じ
、
い
ず
れ
も
人
間
造
型
に
優
れ

て
い
る
。「
源
」
は
女
性
を
「
平
」
は
男
性
の
造
型
に

主
体
が
あ
る
。 

(6) 

「
源
」
の
女
主
人
公
は
紫
の
上
、
「
Ｗ
」
は
ブ

リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
で
あ
ろ
う
。
共
に
女
と
し
て
成
長
し

て
い
く
が
、
終
年
、
紫
の
上
は
自
己
の
人
生
を
む
な

し
か
っ
た
も
の
だ
と
自
己
反
省
で
終
る
の
に
対
し
、

ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
デ
は
火
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
き
、

ワ
ル
ハ
ラ
城(

権
威
の
象
徴)

を
焼
や
し
て
し
ま
う
と

い
う
社
会
改
革
的
な
側
面
が
あ
る
の
は
、
大
き
な
違

い
で
あ
る
。
光
源
氏
は
「
Ｗ
」
の
誰
な
の
か
。 

(7) 

救
済
に
つ
い
て
「
源
」
は
女
性
の
場
合
、
出
家

(

特
に
浮
舟)

に
よ
る
。
男
の
救
済
は
何
に
よ
る
の
か
。 

「
Ｗ
」
の
場
合
、
男
は
女
性
の
愛(

永
遠
に
女
性
的
な

も
の)

に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
。
最
後
の
作
品
「
バ
ル
ジ

フ
ア
ル
」
は
、
ど
う
し
て
ど
う
し
て
、
解
釈
が
難
し

い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
救
済
の
問
題
を
書
い
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
が
、
現
在
の
私
は
理
解
出
来
て
い
な

い
。
今
後
ワ
ー
グ
ナ
ー
音
楽
を
聴
く
た
の
し
み
で
あ

り
課
題
で
あ
る
。 

 

以
上
、
長
々
と
様
々
な
る
面
を
書
い
て
き
た
が
、

正
し
い
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
こ
れ

ら
の
古
典
か
ら
様
々
の
事
が
わ
か
り
、
学
ぶ
で
あ
ろ

う
。 「

源
」
の
作
者
、
紫
式
部
は
結
婚
生
活
三
年
に
し

て
未
亡
人
、
宮
廷
に
女
房
と
し
て
つ
か
え
、
様
々
の

人
生
、
男
の
世
界
を
見
て
き
た
。 

「
Ｗ
」
の
作
者
も
、
結
婚
、
離
婚
、
三
角
関
係
等

様
々
の
経
験
を
し
た
。
両
作
者
の
こ
れ
ら
の
経
験
が
、

皆
、
作
品
に
つ
ま
っ
て
い
る
。 

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
文
学
も
音
楽
も
人
生
と
人
間
に

つ
い
て
深
い
洞
察
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
も
の

で
あ
り
、
す
べ
て
の
も
の(

権
力
、
人
間
の
生
、
愛)

は
、
永
遠
の
も
の
は
な
く
、
終
局
的
に
は
滅
び
て
し

ま
う
こ
と
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。 

(2
6
.1

.1
5
) 
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文学・音楽等雑話メモ

項目 源氏物語 平家物語 井上靖作品 ワーグナー作品

共通事項 ①人生と人間　　②人間造形　③全てのものは滅びてしまう　④男と女の関係　⑤その他

違う点 （価値・生き方）　（源氏・女、平家・男）　（権力・生・愛）　      （調和とずれ）　  （母への思い、恋愛）

 作者 紫式部（女） 信濃前司行長（男） 井上靖（男） ワーグナー（男）

 時期 平安時代1000年頃 鎌倉時代1200年頃 昭和　1960年～ 1960～頃　生れて200年

 事実 100年前 1177～1186年 オペラ、楽劇

延喜・天歴の御代 治承元年～文治2年 物語と音楽と演劇の合体

（醍醐・村上天皇） （平家の全盛～滅亡） <主な作品>　

　　神話、伝説（中世）

 期間 75年、4代の帝 9年 各冊により異なる：40年位 ①リエンシェ

②さまよえるオランダ人

 主題 もののあわれ 諸行無常 恋愛、歴史、自伝 ③タンホイザー

（本居宣長） 随筆 ④ローエングリン

 登場人物 500人前後 1000人以上 各小説：数人 ⑤ﾄﾘｽﾀﾝとｲｿﾞﾙﾃﾞ（Ｔ＆Ｉ）

老年文学に優れる

 階級 皇族、貴族 貴族と武士、（天皇） 中間層、管理者 ⑥ﾆｭﾙﾝﾍﾞﾙｸﾞの

 時代背景 戦争なし：平安な時代 戦争や災害 戦後、平和経済的繁栄 　　　ﾏｲｽﾀｰｼﾞﾝｶﾞｰ

 ボリューム 54帖（雲隠を入れると55帖） 12巻 100冊以上 ⑦ﾆｰﾍﾞﾙﾝｸﾞの指環

 大きな流れ 光源氏の興隆と滅び 平家の滅亡 人間(男女)の結びつき 完成に30年位かかる

外より内へ、対照 ﾗｲﾝの黄年、ﾜﾙｷｭｰﾚ

ジークﾌﾘｰﾄ、神々のたそがれ

⑧ﾊﾟﾙｼﾞﾌｧﾙ

(生と死) (生と死)病気･戦死･自害 (生と死) ﾗｲﾄﾓﾁｰﾌ(示導動機)の

 対立 皇族対貴族 源氏と平家 あまりない(階級対立) 積極的活用と無限旋律

男と女、夫婦 清盛と後白河法皇 男と女、夫婦

 自然 日本の四季 戦地 各地を背景 森、川、海、季節感少ない

 消費者 貴族、女房、(天皇) 民、一般大衆 大衆(ｱｯﾊﾟｰﾐﾄﾞﾙ) バイロイトの祝宴（毎年）他

　　(読者層) 週刊誌、新聞、単行本

 読み方 複写、語り 語り（琵琶） 読書 音楽、ＣＤ、実演

(書き写し)

 恋愛 様々な恋愛 あまり出てこない 純粋恋愛培養 官能的、情緒的（Ｔ＆Ｉ）

(青年期･中年期･晩年期)

(光源氏と藤壺の密事) (宇治十帖に似ている） 精神的、落着いた（Ｔ）（Ｎ）

三角関係(1対2)

　　(夫婦愛) 男と女のすれ違う心 純粋愛、中年愛 愛への陶酔、愛の二重唱

女性が不完全燃焼 愛と死の一致

 政治的 政治小説でもある 源氏体制の下での物語 ノンポリ 権力（富）が人間をﾀﾞﾒに

親天皇、摂関政治の否定 （平家への対抗） する（指環）

 経済的 根底にある格差問題 経済的な根拠が 経済的に豊か あまりない、空想的

貧乏と女性(中の品) ほとんどない

 権力 権力と人間 清盛の権力 権力等を越えて生きる 反権力的→英雄

 死 多くの死が描かれているが、 　　〃 男と女の合一による死

光源氏の死が描かれていない 戦死、病死、自害 氷壁等の死、娘の死 英雄(ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄ)の死

 愛と死 男と女、別々に死 老人と死の思い 愛は死により完結

 女性の 女の成長｟個人的｠ ほとんどない 若い女性、人妻 （ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄとﾌﾞﾘｭﾝﾋﾙﾃﾞ）

　生き方 紫の上(苦悩の克服) ｟社会改革｠ﾌﾞﾘｭﾝﾋﾙﾃﾞ

　　（神々のたそがれ）

 時間、長さ 60時間位 30～40時間 100冊の文庫本 Ｎ・15時間、全部・40時間

 文章等 長・中・短、和漢 七五調、漢 美しい文章 壮大さとﾛﾏﾝ的

 その他 和歌795首 和歌70首前後 詩 後期ﾛﾏﾝ派

 人間の救済 出家、多くの女性が出家 死 趣味、脱組織 女性の愛による救済

出家しない女性もいる ｷﾘｽﾄ教による救済
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自
由
執
筆 

佐
倉
藩 

柏
倉
陣
屋 

 
 

平 

山 

善 

之 

 

Ｎ
君
、
ご
無
沙
汰
し
ま
し
た
。
お
元
気
で
す
か
。 

今
日
は
ま
た
、
私
の
郷
里
、
佐
倉
の
話
で
す
。 

 

私
が
佐
倉
商
工
会
議
所
に
い
た
平
成
十
五
年
一
月
、

元
佐
倉
市
長
堀
田
正
久
氏
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
旧
佐

倉
藩
主
堀
田
家
の
当
主
で
四
期
に
わ
た
り
市
長
を
務

め
た
方
で
す
か
ら
、
市
民
葬
と
も
い
う
べ
き
盛
大
な
葬

儀
で
私
も
会
議
所
か
ら
何
人
か
引
き
連
れ
て
裏
方
を

勤
め
ま
し
た
。
此
の
時
、
山
形
県
か
ら
三
〇
人
ほ
ど
の

人
が
団
体
で
会
葬
さ
れ
た
の
を
み
て
、
「
ど
う
い
う
ご

縁
な
の
か
な
」
と
思
っ
た
も
の
で
す
。 

 

明
治
四
年
、
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
た
と
き
佐
倉
藩

は
山
形
に
飛
び
地
四
万
石
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

山
形
城
主
堀
田
正
亮
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
十

一
月
、
老
中
に
任
ぜ
ら
れ
、
翌
年
一
月
、
前
任
老
中
の

佐
倉
城
主
松
平
乗
邑
と
入
れ
替
わ
り
に
佐
倉
城
主
と

な
り
ま
す
。
宗
吾
事
件
の
正
信
以
来
八
十
七
年
ぶ
り
に

戻
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
（
以
後
維
新
ま
で
後
期
堀
田

氏
と
し
て
五
代
続
き
ま
す
。） 

正
亮
の
移
封
の
際
に
、
出
羽
国
村
山
郡
四
五
カ
村
が

飛
び
地
と
し
て
佐
倉
藩
領
と
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
、

山
形
と
い
う
土
地
は
左
遷
の
地
の
傾
向
が
あ
り
、
領
主

の
変
遷
は
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
村
山
郡
内
諸
村

は
諸
大
名
の
石
高
調
整
の
場
に
使
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

一
時
ま
た
幕
領
に
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、
堀
田
正
睦
が

老
中
に
任
じ
ら
れ
た
時
、
復
活
し
ま
し
た
。
佐
倉
藩
は

領
内
統
治
の
た
め
、
柏
倉
村
に
陣
屋
を
置
き
約
七
十
名

ほ
ど
の
家
来
や
そ
の
家
族
を
常
駐
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

藩
校
・
成
徳
書
院
の
分
校
も
陣
屋
内
に
設
置
し
、
領
民

の
入
校
を
許
し
勉
学
を
奨
励
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。 

 

正
久
氏
の
葬
儀
に
現
れ
た
山
形
県
民
は
、
こ
の
百
五

十
年
も
前
の
旧
領
民
の
子
孫
で
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も

大
名
と
領
民
と
い
う
繋
が
り
が
切
れ
て
か
ら
百
五
十

年
も
経
つ
の
に
、
し
か
も
雪
深
い
出
羽
と
下
総
と
離
れ

た
土
地
で
、
こ
の
結
び
つ
き
が
あ
る
の
は
何
故
だ
ろ
う

か
、
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
一
度
、
山
形
へ
出
掛
け

て
行
っ
て
、
そ
の
辺
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
つ
い
機
会
を
得
ず
十
年
近
く
経
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
、
「
え
み
し
学
会
」
の
ゼ
ミ
が
米

沢
で
開
か
れ
た
折
、
足
を
延
ば
し
て
柏
倉
（
今
は
山
形

市
）
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

  

山
形
市
柏
倉
は
好
い
所
で
す
。
市
の
中
心
か
ら
西
南

に
六
㎞
ほ
ど
、
路
線
バ
ス
で
約
二
十
分
、
東
や
南
は

広
々
と
田
畑
が
広
が
り
、
西
は
徐
々
に
高
ま
っ
て
朝
日

岳
に
列
な
る
農
村
地
帯
で
す
。
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
の
果

樹
栽
培
も
盛
ん
な
よ
う
で
す
。
陣
屋
あ
と
は
い
ま
は
民

家
や
農
地
で
そ
れ
ら
し
き
跡
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
小

字
を
「
館
」
と
い
う
の
は
名
残
で
し
ょ
う
か
。
南
北
百

余
間
、
東
西
六
十
余
間
の
長
方
形
で
周
囲
を
石
垣
で
た

た
み
、
東
面
に
堀
が
あ
り
渡
っ
た
と
こ
ろ
が
表
門
と
い

っ
た
造
り
で
し
た
。
約
四
十
棟
の
建
物
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
が
其
の
内
一
棟
だ
け
今
に
残
っ
て
い
ま
す
。
東
向

き
斜
面
の
、
小
高
い
と
こ
ろ
に
祠
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

祠
が
陣
屋
時
代
の
建
物
だ
と
い
う
の
で
す
。
見
る
と
、

「
堀
田
永
久
稲
荷
神
社
」
と
石
柱
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
が
陣
屋
の
お
よ
そ
真
中
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

近
く
の
農
家
で
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

「
そ
う
だ
。
佐
倉
の
堀
田
さ
ん
の
稲
荷
様
だ
が
、
何
で

永
久
と
つ
い
て
い
る
か
は
知
ら
ん
。
年
一
回
く
ら
い
、

こ
の
神
社
の
お
祭
り
の
と
き
に
は
佐
倉
か
ら
来
る
よ

う
だ
。」 

 

廃
藩
置
県
以
後
も
、
旧
領
主
は
こ
の
神
社
に
よ
っ
て

住
民
と
の
絆
を
保
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
藩
校
を
住
民

に
も
解
放
し
て
い
た
先
進
性
も
評
価
さ
れ
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。 

 

葬
儀
の
あ
と
、
葬
儀
委
員
一
同
に
、
堀
田
家
か
ら
桐

箱
に
入
っ
た
家
紋
入
り
袱
紗
を
下
さ
れ
、
大
名
家
は
違

っ
た
も
の
だ
と
感
じ
た
も
の
で
す
。 

向
寒
の
候
、
ご
自
愛
下
さ
い
。 

 
 
 

敬
具 
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四
字
熟
語
は
世
界
一
短
い
詩
で
は
な
い
か 

…
…
四
字
熟
語
が
面
白
い
(3)
…
… 

鯨 

游 

海 

 

四
字
熟
語
は
小
気
味
よ
く
幽
玄
で
、
と
き
に
俳
句

よ
り
詩
的
で
さ
え
あ
る
と
思
う
。「
天
涯
孤
独
」
に
は

無
限
の
寂
寥
を
、「
千
紫
万
紅
」
に
は
爛
漫
の
春
を
髣

髴
す
る
。
要
は
想
像
力
、
創
造
力
の
問
題
だ
。 

し
か
も
著
作
権
に
縛
ら
れ
な
い
。
昔
誰
か
が
創
作

し
た
も
の
が
歴
史
の
風
雪
に
堪
え
人
類
の
遺
産
と
な

っ
た
。
ま
た
殆
ど
が
中
国
古
典
に
由
来
す
る
由
緒
あ

る
出
自
だ
。
こ
れ
を
正
し
く
読
み
書
き
出
来
る
だ
ろ

う
か
。
ま
た
正
確
な
原
義
を
理
解
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
。
左
記
の
二
〇
句
で
自
問
自
答
し
て
み
よ
う
。 

①
天
外
孤
独
＝
天
外
は
誤
り
で
天て

ん

涯が
い

。
天
の
外
よ
り

更
に
外
側
の
最
果
て
の
場
所
。
無
限
の
寂
寥
を
感
じ

な
い
か
。
天
外
は
無
限
大
、
孤
独
は
無
限
小
の
対
句
。 

②
軽
重
浮
薄
＝
重

ち
ょ
う

は
間
違
い
で
佻

ち
ょ
う

。
佻
と
は
㋑
軽

い
㋺
薄
い
。
つ
ま
り
軽
佻
と
は
軽
薄
に
等
し
い
。 

③
一
罰
百
回
＝
回
で
は
な
く
戒
。
一
を
罰
し
て
百
を

戒
い
ま
し

め
る
の
で
あ
る
。
百
回
に
一
回
の
罰
で
は
な
い
。 

④
一
獲
千
金
＝
獲
で
は
な
く
攫か

く

が
正
解
。
攫
と
は
㋑

手
で
掴
む
㋺
捕

つ
か
ま

え
る
㋩
さ
ら
う
。
獲
は
得
る
こ
と
な

の
で
同
じ
カ
ク
で
も
微
妙
に
異
な
る
。
カ
ク
が
違
う
。 

⑤
衆
人
看
視
＝
看
視
で
は
な
く
環
視
。
皆
が
環
に
な

っ
て
視
つ
め
て
い
る
状
態
。
正
解
の
人
は
優
秀
賞
だ
。 

⑥
疑
心
暗
気
＝
暗
気
で
は
な
く
暗
鬼
。
神
経
症
の
人

は
暗
闇
を
見
て
い
る
と
幽
霊
＝
鬼
が
居
る
と
疑
う
。 

⑦
不
倶
帯
天
＝
帯
で
は
な
く
戴
。
単
な
る
ラ
イ
バ
ル

で
は
な
い
絶
対
に
生
か
し
て
お
け
な
い
天
敵
を
い
う
。 

⑧
隔
靴
騒
痒
＝
騒
で
は
な
く
掻そ

う

が
正
し
い
。
掻
と
は

㋑
爪
で
ひ
っ
か
く
㋺
こ
す
る
。
痒か

ゆ

い
所
を
爪
で
搔
く

こ
と
だ
が
靴
の
上
か
ら
で
は
効
果
が
な
い
の
で
あ
る
。 

⑨
直
情
経
行
＝
経
で
は
な
く
、
径
。
径
は
直
と
同
義
。 

⑩
揣
魔

し

ま

憶
測
＝
魔
で
は
な
く
摩
が
正
し
い
。
揣し

も
摩

も
㋑
さ
す
る
㋺
な
で
る
、
転
じ
て
㋩
推
量
す
る
。
こ

こ
は
㋩
の
意
味
で
、
あ
て
ず
っ
ぽ
う
に
推
量
す
る
。 

⑪
電
光
石
花
＝
石
花

せ

っ

か

で
な
く
石
火

せ

っ

か

。
電
光
は
稲
妻
、

火
は
火
打
石
の
火
花
で
、
あ
っ
と
い
う
一
瞬
の
時
間
。 

⑫
恐
天
動
地
＝
恐
天
で
は
な
く
驚
天
。
天
も
驚
く
異

常
な
出
来
事
を
い
う
。
地
が
動
く
と
は
大
地
震
だ
。 

⑬
無
為
徒
飾
＝
徒
飾
で
は
な
く
徒
食
。

徒
い
た
ず
ら

に
飾
る

の
で
は
な
く
唯
ひ
た
す
ら
喰
う
、
何
も
せ
ず
に
た
だ

喰
う
。 

⑭
粗
製
乱
造
＝
乱
は
誤
り
で
濫
が
正
解
。
濫
と
は
㋑

で
た
ら
め
に
㋺
み
だ
り
に
等
。
ど
う
も
近
年
、
濫ら

ん

の

字
が
敬
遠
さ
れ
乱
が
横
行
し
て
い
る
風
潮
は
問
題
だ
。 

⑮
神
面
獣
心
＝
神じ

ん

で
は
な
く
人
。
表
面
は
神
さ
ま
の

よ
う
に
見
え
る
が
実
は
邪
悪
な
心
を
持
つ
人
の
こ
と
。 

⑯
明
鏡
紫
水
＝
紫し

で
は
な
く
止し

。
山
紫
水
明
の
連
想

か
ら
紫
と
思
い
が
ち
だ
が
違
う
。
曇
り
の
な
い
鏡
と

静
止
し
た
澄
ん
だ
水
。
邪
念
の
な
い
坐
禅
の
心
境
。 

⑰
因
循
古
息
＝
古
は
間
違
い
で
姑こ

。
姑
と
は
少
時

し
ば
ら
く

で

息
は
息
を
つ
く
こ
と
。
少
時
の
間
、
息
を
つ
く
こ
と

で
一
時
し
の
ぎ
の
守
旧
派
を
指
す
。
因
循
は
古
い
し

き
た
り
に
従
っ
て
い
る
だ
け
で
改
め
な
い
こ
と
。 

⑱
四
書
五
教
＝
教
で
は
な
く
経

き
ょ
う

。
四
書
と
は
論
語
、

孟
子
、
大
学
、
中
庸
。
五
経
と
は
詩
経
、
書
経
、
易

経
、
礼
記

ら

い

き

、
春
秋
の
各
書
物
。
何
れ
も
儒
教
の
教
典
。 

⑲
人
心
収
乱
＝
乱
で
は
な
く
攬ら

ん

。
攬
と
は
ま
と
め
る

こ
と
。
人
心
を
掴
み
人
望
を
得
た
人
が
眞
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
れ
る
。
近
年
各
界
と
も
リ
ー
ダ
ー
不
在
だ
。 

⑳
切
糸
扼
腕
＝
切
糸
で
は
な
く
切
歯

せ

っ

し

が
正
解
。
切
歯

と
は
歯
ぎ
し
り
す
る
こ
と
で
糸
を
歯
で
切
る
の
で
は

な
い
。
扼や

く

と
は
握
る
こ
と
。
一
方
の
手
で
他
の
腕
を

握
り
悔
し
が
る
さ
ま
で
あ
る
。 

こ
れ
正
解
の
人
は

国
語
力
が
か
な
り
優
秀
だ
。 

以
上
、
四
字
熟
語
が
詩
と
い
え
る
か
否
か
は
と
も

か
く
、
殆
ど
が
由
緒
正
し
い
古
典
の
語
に
由
来
す
る
。

そ
れ
故
濫ら

ん

や
攬ら

ん

ま
た
瀾ら

ん

は
や
は
り
乱
と
一
緒
に
し
て

は
い
け
な
い
の
だ
。
国
語
力
が
乱
れ
る
基
と
な
る
。 
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森
浩
一
先
生
の
追
悼
講
演
会
に
参
加
し
て 

漆 

原 

直 

子 
 

 

昨
年
末
、
古
代
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
宰
で
、

森
浩
一
先
生
の
偲
ぶ
会
・
追
悼
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

午
前
中
が
ご
遺
族
を
交
え
て
の
「
偲
ぶ
会
」、
午
後
は

森
浩
一
先
生
が
提
唱
さ
れ
て
き
た
『
地
域
学
』・『
町

人
学
者
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
、
サ
ブ
テ
ー
マ
に

「
隼
人
と
熊
襲
、
そ
し
て
蝦
夷
」
と
し
た
四
人
の
講

師
に
よ
る
講
演
が
あ
っ
た
。
私
は
午
後
の
部
の
講
演

会
に
参
加
し
た
。 

  

私
は
、
森
先
生
の
ご
著
書
を
愛
読
し
て
い
る
。
先

生
の
反
骨
精
神
と
体
制
に
迎
合
し
な
い
考
古
学
の
道

を
歩
ま
れ
て
き
た
こ
と
を
尊
敬
し
て
い
る
。
人
工
透

析
を
受
け
て
い
る
と
言
う
お
話
を
伺
っ
て
か
ら
は
、

東
京
で
の
ご
講
演
は
こ
れ
が
最
後
か
も
と
思
い
な
が

ら
参
加
し
、
数
年
が
過
ぎ
て
い
た
。
特
に
『
地
域
学
』

は
、
中
央
史
史
観
を
打
破
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の

発
展
を
期
待
し
て
き
た
。
私
は
関
東
に
住
む
者
な
の

で
、
森
先
生
が
故
網
野
善
彦
氏
と
提
唱
さ
れ
た
『
関

東
学
』
に
ず
っ
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
今
回
の
追

悼
講
演
会
で
は
、『
関
東
学
』
に
触
れ
た
お
話
は
無
か

っ
た
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
に
ま
つ
ろ
わ
ぬ
南
と
北
の

人
々
＝
先
住
民
に
関
す
る
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。 

も
う
一
つ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
る
『
町
人
学
者
』

に
つ
い
て
は
、
主
催
者
の
方
の
説
明
に
よ
る
と
、
森

先
生
が
定
義
さ
れ
て
い
る
〝
自
分
の
意
思
と
甲
斐
性

で
研
究
を
す
る
人
〟
で
、
四
人
の
講
師
の
方
々
は
そ

れ
を
実
践
し
て
い
る
方
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
森

先
生
は
、
国
家
に
よ
る
研
究
機
関
の
あ
り
方
に
は
批

判
的
で
、
税
金
で
雇
っ
た
人
を
大
勢
集
め
て
お
く
の

は
、
権
威
に
お
ぼ
れ
、
研
究
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
、

警
鐘
を
発
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

そ
の
四
人
の
講
師
の
う
ち
の
お
一
人
が
、
当
史
遊

会
の
会
員
で
も
あ
ら
れ
、
え
み
し
学
会
の
会
長
で
も

あ
る
柴
田
弘
武
先
生
で
、「
蝦
夷
と
は
」
を
講
演
さ
れ

た
。
お
話
の
概
略
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。 

え
み
し
学
会
は
町
人
学
者
的
で
あ
る
こ
と
、「
え
み

し
」
は
敗
者
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
さ
に

森
先
生
の
示
す
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
。
〝
蝦
夷

〟
と
言
わ
れ
た
人
々
は
、
縄
文
文
化
を
受
け
つ
ぎ
、

ア
イ
ヌ
へ
そ
の
文
化
を
伝
達
し
て
行
っ
た
人
々
で
あ

る
と
す
る
。
ま
た
、
大
和
に
も
蝦
夷
の
足
跡
は
残
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』

に
書
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
宇
陀
の
首
領
の
エ
ウ

カ
シ
・
オ
ト
ウ
カ
シ
、
三
輪
山
周
辺
に
い
た
と
思
わ

れ
る
蝦
夷
の
首
領
綾
粕
、
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
人

名
・
地
名
に
残
る
ア
イ
ヌ
語
由
来
の
言
葉
、
例
え
ば

先
述
の
エ
ウ
カ
シ
・
オ
ト
ウ
カ
シ
は
、
兄
ウ
カ
シ
・

弟
ウ
カ
シ
で
、
〝
ウ
カ
シ
″
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
翁
を

意
味
す
る
〝
エ
カ
シ
″
に
音
が
近
い
と
い
う
。
ま
た
、

〝
吉
野
″
と
い
う
地
名
は
、
国
栖
が
住
む
地
帯
で
あ

る
が
、
古
音
は
〝
エ
シ
ヌ
″
で
、
ア
イ
ヌ
語
の
〝
イ
・

ア
シ
ヌ(

獲
物
・
十
分
豊
か
な)

″
か
ら
由
来
し
て
い

る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
吉
野
に
は
〝
象
山(

キ
サ
ヤ

マ)

″
、
〝
象(

キ
サ)

の
小
川
″
と
い
う
地
名
が
あ
る

が
、
こ
の
〝
キ
サ
″
と
い
う
言
葉
は
、
ア
イ
ヌ
語
で

〝
耳
″
の
こ
と
を
〝
キ
サ
リ
″
と
い
う
こ
と
に
由
来

す
る
と
い
う
。
〝
耳
″
の
よ
う
な
形
の
地
形
を
〝
象

(

キ
サ)

″
と
呼
ぶ
。
秋
田
県
の
「
象
潟(

キ
サ
カ
タ)

」

や
千
葉
県
の
「
木
更
津(

キ
サ
ラ
ヅ)

」
も
同
様
で
あ

る
。
〝
エ
ミ
シ
″
と
い
う
語
源
も
、
ア
イ
ヌ
語
の
〝

イ
・
ミ
チ
ュ(

美
衣
の
・
吾)

″
で
あ
る
と
す
る
。
ま

た
蝦
夷
は
畿
内
周
辺
に
も
住
み
、
蝦
夷
の
首
領
綾
粕

（
ア
ヤ
カ
ス
）
は
、
大
和
王
権
に
よ
り
辺
境
を
荒
ら

す
者
と
し
て
滅
ぼ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
泊
瀬

川
で
斎
戒
沐
浴
し
、
三
輪
山
に
向
か
っ
て
子
々
孫
々

の
忠
誠
を
誓
っ
た
と
い
う
。
な
ぜ
三
輪
山
に
対
し
て

誓
っ
た
の
か
？
そ
れ
は
そ
の
三
輪
山
が
蝦
夷
の
聖
地

で
あ
り
、
蝦
夷
の
祀
る
神
が
、
大
三
輪
神
＝
オ
オ
ク

ニ
ヌ
シ
神
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
三

輪
山
の
〝
ミ
ワ
″
も
、
ア
イ
ヌ
語
で
解
く
と
、
〝
モ
・

イ
ワ
＝
小
さ
な
聖
山
″
が
、
音
韻
変
化
し
た
も
の
だ

と
い
う
見
解
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。 

以
上
人
名
や
地
名
に
残
さ
れ
た
言
語
が
、
ア
イ
ヌ

語
で
解
く
と
、
そ
の
言
葉
の
も
つ
意
味
が
理
解
で
き

る
し
、
蝦
夷
と
さ
れ
た
人
々
は
縄
文
文
化
を
受
け
つ

い
だ
先
住
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。 
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〝
熊
襲
・
隼
人
″
に
つ
い
て
は
、
古
代
史
懇
話
会

の
代
表
の
方
が
「
隼
人
と
は
」
と
い
う
題
で
、
九
州

の
歴
史
と
文
化
を
楽
し
む
会
会
長
の
方
が
「
森
浩
一

先
生
と
熊
襲
と
隼
人
」
と
い
う
題
で
、
森
先
生
の
熊

襲
・
隼
人
観
を
紹
介
さ
れ
た
。
〝
熊
襲
・
隼
人
″
も

蝦
夷
と
境
遇
が
良
く
似
て
お
り
、
し
ば
し
ば
大
和
政

権
に
対
し
反
乱
を
起
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
ヤ
マ

ト
政
権
か
ら
は
、
征
服
・
支
配
の
対
象
と
さ
れ
て
き

た
。
森
先
生
に
よ
る
と
、
九
州
は
前
漢
・
後
漢
や
呉

の
国
と
の
関
係
が
深
い
。
ま
た
、
熊
襲(

ク
マ
ソ)

と

い
う
の
は
、
〝
熊
″
と
〝
襲(

曾)

″
と
い
う
二
つ
の

集
団
の
複
合
体
で
、
〝
熊(

ク
マ)

″
は
魏
志
倭
人
伝

に
出
て
く
る
狗
奴
国
の
人
々
が
そ
の
前
身
で
あ
り
、

〝
襲(

曾)

″
は
後
に
〝
隼
人
″
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
。
ま
た
、
大
和
政
権
は
熊
襲
に
対
し
て
、

肥
後
国
に
対
ク
マ
ソ
政
策
と
し
て
俘
囚
と
し
て
の
蝦

夷
を
約
千
人
配
置
し
て
い
た
と
い
う
記
録
が
『
延
喜

式
』
に
残
さ
れ
て
い
る
。
等
々
、
大
変
興
味
深
い
お

話
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
一
端
の
紹
介
で
終

わ
ら
せ
て
頂
く
。
そ
の
他
、
邪
馬
台
国
吉
備
説
の
お

話
も
あ
っ
た
が
、
私
に
は
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
森
先
生
の
残
さ
れ
た
功
績
、
影

響
は
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
功
績
が
生
か
さ

れ
る
こ
と
を
願
う
だ
け
で
あ
る
。 

 
 

  

    

去
る
一
月
二
十
二
日
の
例
会
日
、
講
演
に
先
立
っ

て
定
例
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

（
正
会
員
出
席
十
四
名
） 

１
、
二
十
五
年
度
活
動
報
告
、
収
支
決
算
報
告
並

び
に
二
十
六
年
度
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

２
、
例
会
会
場
は
こ
の
日
初
め
て
日
比
谷
図
書
文

化
館
を
使
用
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
こ
の
会
場
を

使
う
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

３
、
二
十
六
年
度
か
ら
正
会
員
の
会
費
は
半
期
七

千
円
、
年
間
壱
萬
四
千
円
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

４
、
従
来
事
務
局
（
下
山
田
宅
）
に
保
管
さ
れ
て

い
た
「
史
遊
会
通
信
」
合
本
（
創
刊
号
か
ら
一
〇
号

各
一
〇
冊
）
に
つ
い
て
は
、
友
の
会
会
員
も
含
め
て

全
員
か
ら
欲
し
い
人
を
募
り
、
余
部
は
廃
棄
処
分
と

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
希
望
者
は
村
上
幹

事
ま
で
連
絡
の
こ
と
。 

５ 

幹
事
に
つ
い
て 

 

鯨
、
平
山
両
幹
事
が
そ
れ
ぞ
れ
２
年
、
４
年
と
在
任
し

た
の
で
、
交
替
を
提
案
し
ま
し
た
が
引
き
受
け
手
な
く
、

重
任
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

鯨 

游
海 

（
総
括
） 

 
 

村
上
邦
治 

（
会
計
） 

 
 

平
山
善
之 

（
庶
務
） 

今
年
度
も
右
３
名
が
幹
事
を
勤
め
ま
す
。 

 

な
お
、
専
任
事
務
局
を
失
い
、
幹
事
は
事
務
局
の
負
担

を
伴
う
こ
と
も
あ
り
、
幹
事
の
任
期
や
選
出
法
等
に
つ
き

明
文
化
す
る
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

（
現
幹
事
で
ル
ー
ル
を
立
案
し
、
近
々
改
め
て
審
議

を
お
願
い
し
ま
す
。） 

 

事 
務 

局 

便 

り 

二
月
講
演
要
旨 

 
 

「
春
蘭
秋
菊
、
倶
に
廃
す
べ
か
ら
ず
」 

 
 

 

鯨 

游 

海 

 

平
成
二
四
年
末
、
総
選
挙
で
敗
れ
た
野
田

佳
彦
氏
に
替
っ
て
登
場
し
た
海
江
田
万
里
氏

は
、
記
者
ク
ラ
ブ
で
の
民
主
党
総
裁
就
任
会

見
で
自
作
の
漢
詩
を
発
表
し
た
。 

翌
年
々
初
、
こ
の
詩
に
関
し
二
つ
の
評
論

が
公
に
な
っ
た
。
一
は
漢
学
者
、
他
は
文
化

人
の
も
の
で
論
点
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し

た
。 両

論
は
一
歩
も
譲
ら
ぬ
激
し
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
私
の
結
論
は
「
春
蘭
と
秋
菊
、
倶と

も

に

廃
す
べ
か
ら
ず
」
に
落
着
い
た
の
で
あ
る
。 


